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平成２５年度社会学研究科博士後期課程研究活動助成
国内研究集会助成募集要項

社会学研究科科長　町村敬志
平成25年10月2日
1. 助成の目的

社会学研究科博士後期課程の院生が口頭研究発表を国内研究集会で行うための必要な資金的援助。
2. 申請有資格者

（１）社会学研究科博士後期課程に在学する院生（本助成を受けた場合、平成25
年度内に休学することはできません）。
（２）平成25年12月1日から博士後期課程に復学予定であって、同年11月1日 

までに復学の申請を行った院生。
3. 実施期間

（１）上記２．の（１）に該当する院生

平成25年11月1日(金)から平成26年2月28日(金)まで

（２）上記２．の（２）に該当する院生

平成25年12月1日(日)から平成26年2月28日(金)まで

4. 助成対象

(1) 申請者の研究発表に必要な旅費、および宿泊料の合計額の一部。申請1件あたり７万円を上限とします。なお、申請の内容により、助成額が申請金額より減額される場合があります。
(2) 国内研究集会とは、学会定期大会、シンポジウム、コロキアムなど学術集会を指します。発表記録の残らないインフォーマルな集会参加は助成対象になりません。
(3) 申請者が口頭発表を行う研究集会参加が助成対象です。原稿提出だけの集会参加やポスターセッション参加は助成対象になりません。
(4) 本助成の目的は、個人発表能力およびアカデミック・ディスカッション能力の涵養にあります。したがって、申請者の個人単独発表が助成対象です。複数名での共同発表についても採択された場合は1件とみなし助成額は７万円が上限です。
(5) 上記３．の実施期間内に開催される研究集会が助成対象になります。
5. 採択予定件数

10件程度（予算の制約により、採用件数には限りがあります）。
6. 申請書提出先・提出方法
必要事項を記入した申請用紙、および指導教員の推薦状を一括して社会学研究科事務室に直接提出してください。

7. 提出期間

平成25年10月7日（月)－平成25年10月16日(水)午後3時(厳守)

8. 選考方法

書類審査による。必要に応じ申請者に対し面接を求めることがあります。

9. 選考結果通知

平成25年10月30日(水)に各申請者に対し、採否等を通知します。

10. 重要注意事項

(1) 採用決定後の計画変更は、原則認められないため、十分な計画のもとに申請し
てください。
(2)　指定された実施報告書を実施後2週間以内に社会学研究科事務室へ提出し
てください。
なお、実施後に飛行機利用の場合は搭乗後のチケットの半券及び報告書の写しを指導教員に必ず渡してください。
　　　(3)　本助成は本学会計基準を適用することになりますので不明なことは事務室

に相談の上、実施するようにしてください。
　　　.

11.問い合わせ先

　
  社会学研究科事務室（電話: 042-580-8212、email: soc-mgr@dm.hit-u.ac.jp）
平成２５年度社会学研究科博士後期課程研究活動助成金応募申請書
（国内研究集会助成）
	1. 申請年月日　　　　　　　　　　平成25年      月　　　日

	2. 申請者

	フリガナ
氏　名
	
	専    攻

学籍番号
	

	住　所
電　話
Email
	

	研究計画題目
	

	指導教員名
（院生の場合）
	

	3. 参加を希望する研究集会

	研究集会名
セッション名

	

	主催者
連絡先
	

	申請者の

研究発表題目
	

	4. 旅費用途計画　　具体的に記載してください。国内研究集会発表の助成額は申請者の旅費＋宿泊料」の一部で、1件あたり上限70,000円です。

	研究集会開催地（市町村名、大学等の名称）
	

	旅行ルート（出発地→研究集会開催地→帰着地）

	

	旅行期間

	年　  月　  日　～　　   年　  月　　日


	5. 国内研究集会計画　
以下の諸項目等について、具体的かつ簡潔に記載してください。(1)自分の研究テーマとこれまでの進捗状況、(2)研究発表の内容、(3)研究集会の概要と研修期間中の予定、(4)研究計画における本研究発表の位置づけと必要性、(5)研究集会主催者との連絡状況。

	

	6. 推薦状　（本フォームを使用し、下の枠内におさまる分量で、申請者の指導教員がお書きください。）

	(1) 推薦者の氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	(2) 推薦内容（申請者の学術能力と研究テーマについて、希望する研究発表との関係に触れながら、記載してください。）

	


